
指定校推薦入試（２期）
専門・総合学科対象特待生選抜推薦入試（２期）※工・経営経済学部のみ
公募推薦入試（２期）※保健医療学部のみ
自己推薦 学力試験型入試（２期）

指定校推薦入試（１期）
専門・総合学科対象特待生選抜推薦入試（１期）※工・経営経済学部のみ
公募推薦入試（１期）※保健医療学部のみ
自己推薦 学力試験型入試（１期）

解答例解答例
一 問一 ２ （２点）標準
問二 道や場所の記憶の仕方におい

て、確かな目安、当てにできる
目印となる風景が地下道にはな
いということ。（６点）難しい

問三 ⑴自分の位置を知るための
⑵それまで知らなかったことを
知るための
⑶競争
⑷（人の）記憶の目安

（各２点）標準
問四 ニュースによって自分自身の位

置を知ることが、メディアの進
化とともに容易にはなっていな
いということ。（６点）難しい

問五 容易 （２点）標準
問六 ５ （２点）標準
問七 １ （２点）標準
問八 ４ （２点）標準
問九 はか（って） （各２点）標準

柔（らか）
みちばた
驚（く）
（過）剰
こうや
肝（心）
りゅうさん
繊維
す（られ）

二 問一 １ （２点）標準
問二 獣たちが天敵に追われて逃げる

ということは、本能的な反応に
すぎないから。

（１０点）難しい
問三 １ （４点）標準
問四 ２ （４点）易しい
問五 １ （４点）標準
問六 ２・５ （各４点）標準
問七 誘（い） （各２点）標準

（真）相
厚（顔）
斜（め）

三 山 （各２点）標準
気
油
美
堂

一 問一 ２ （２点）標準
問二 ⑴相当外国語に堪能な人でも、

数計算になると、どうしても母
語の観念が先行してしまう
⑵外国文の中で算用数字で書か
れている文字のところへ来る
と、どうしても日本語で読んで
しまう （各２点）標準

問三 １ （２点）標準
問四 ５ （２点）標準
問五 和語系で慣用的なのは一から十

までで、その先を数えるには漢
語系と併用する必要があり、数
語彙において和語系と漢語系が
入り混じったということ。

（６点）難しい
問六 ４ （２点）標準
問七 ふたはく （各３点）標準

にはく
問八 １ （２点）標準
問九 反物を購入することにしたとい

うこと。 （４点）標準
問十 いな （各２点）標準

（普）遍
ばんこく
幼（い）
ふえて
かんじょう
かつ（いで）
やっかい
盛（った）
けっぺき

二 問一 ある命題に～らかにする
（２点）標準

問二 ⑴サンプルが少ないと誤差が大
きく一般的な傾向が言えないた
め、ある一定数以上のサンプル
を集める（ことが必要である。）

（８点）標準
⑵
特定の層の～してしまう

（２点）標準
集団のメン～ばならない

（２点）標準
問三 C （４点）標準
問四 ５ （各２点）標準

４
問五 結果を誘導することになる

（２点）標準
統計をとる者の意図が露骨に現
れているような質問・回答

（２点）標準
問六 ５ （各２点）標準

３
問七 ４ （４点）標準
問八 １・４ （各３点）標準

三 般→搬 （各２点）標準
壁→璧
偶→遇
佐→唆
歓→勧

一般選抜（学力試験２科目型入試 後期）
（大学入学共通テスト併用型入試 ２期）

一般選抜（学力試験２科目型入試 前期）
（大学入学共通テスト併用型入試 １期）

解答例解答例
一 問一 恐怖が恐怖症となるのは、恐怖

を自我から排除し、恐怖が自我
にとって異物となるときであ
る。 （８点）標準

問二 欧米人 （８点）易しい
問三 ４ （２点）標準
問四 ２ （２点）標準
問五 １ （２点）標準
問六 他の人たち （８点）易しい
問七 つくりものの幻想

（８点）標準
問八 姿が見えな （８点）標準
問九 ２ （２点）易しい
問十 ３ （２点）標準

二 問一 他者の発音動作をも自らのそれ
のように感じる力（２点）標準

問二 赤ちゃんは、目の前の人の所作
を神経系にそのまま移しとって
しまうミラーニューロンが、大
人よりずっと活性化しているか
ら。 （８点）標準

問三 F （４点）標準
問四 ４ （各２点）標準

３
４

問五 ２・５ （各３点）標準
問六 ４（いわば） （各２点）標準

３（しかし）
６（さらに）

問七 ４ （２点）標準
問八 ２・４ （各３点）標準

三 ３ （各２点）標準
２
３
４
１

一 問一 ６ （各２点）標準
１
３

問二 ２・６ （各２点）標準
問三 つまり～ある。 （２点）標準
問四 笑い （２点）標準
問五 ⑴笑われたそのひともまた笑う

ことがある （２点）標準
⑵事件に対して距離を保ってい
なければ笑いが生じないはずな
のに、その事件の当事者に笑い
が生じることがある

（８点）標準
問六 他者 （各２点）標準

距離
問七 ４ （２点）標準
問八 ２・３ （各２点）標準
問九 素朴 （各２点）標準

ていさい
遭遇

二 問一 ３ （各２点）標準
１
１
４
４

問二 外国語 日本語（自国語）
カタカナ文字

（各２点）標準

問三 日本語は述語がありさえすれ
ば、文の条件を満たす言葉だか
らだ。 （２点）標準

問四 ３・６・７（順不同）
（完答６点）標準

問五 １ （２点）標準
問六 発話環境に寄りかからず、情報

はなるべく省略せずに言語化し
て書き込めばよい。

（６点）やや難しい
問七 同じ日本語であっても書き言葉

は話し言葉から見れば「外国語」
で隔たりが著しく、その「文法」
があるため混乱が生じるから。

（６点）難しい
問八 どくそう （各２点）標準

支障
重宝
おんしょう
起因

三 陣 （各２点）標準
腹
百聞
氷山
百歩




